




















拡大した。ユーラシアの東、中国では当然ながら大多数の住民が漢人であったため、漢文による文書行政が主流であった。そこへ支配者としてモンゴル 現れることによって宮廷や行政機構の上層ではモンゴル語 使用され、さらにはムスリムやトルコ系の人々なども官僚として取り込まれ ペルシア語やト コ語なども一部行政文書に使用された。　
内モンゴルのエチナで発見された黒水城文書（ハラホト文書）には元朝の亦集乃路総管府という役所











語とならんでトルコ の文書、漢語・トルコ 合璧 が多く出土している
（３）
。さらに、中央アジア西





文書行政がおこなわれていたが、当然な らそれぞれの地域によって使用されて 言語や文字は異なる。いずれも支配層であったモンゴルやトルコ 言語が介入しているのはこの時代の特徴といえる 、文書行政の言語的なベースとなった被支配層の住民 ち 言語文化 文字文化はユーラシアの東西で大きく異なって た。














まず、文書の 「声」 であるが、これは端的に言えば、文書発令の 「発令様式宣言」 或いは 「文書様式宣言」
を指す。中国の公文書は古来、文書の発給者・発令者と受領者 関係によって文書や発令の名称 決まっていたが、モンゴル帝国を継承した元朝においては同 に発令者・発給者 立場によって文書の「型」 、すなわち、 「発令様式」 「 様式」が決定されていた。例えば、皇帝 （ハー ）であれば、勅令を意味する 「聖旨」 。皇后であれば、皇后の勅令を意味する 「懿旨 諸王 （王） であれば王の命令を意味する 「令旨」 、皇帝の仏教上 師である帝師・国師であ ば 「法旨」というようにである
（６）
。これらはモン
ゴル語で発 された場合にも同様の序列が存在し 皇帝 勅令 ジャルリグ
jarliγ, 、皇后の勅令はイジ
















誰がどのような型の文書を発令したのか、その「発令様式」が宣言される。声によって文書の重要度が伝わるようになっていたのである。２． 「声」から「形」 、 「形」から「色」へ　
しかし、声に出して読み上げられるのは、重要な命令や儀式的な命令だけである。行政機構の末端に
属する官府の役人が処理する膨大な文書をいちいち声に出して読んでいたら、いつまでたっても仕事は終わらないであろう。したがって、その行政機構の下部構造、そこ 属する官吏 ちは 多くの場合、声によって文書を認識することはなかったはずである。 は、何で認識したのか。形と色である。そ形と色を認識させ 役割を果た たのが、印章であっ 。























































































国＝元朝で「 」とい と、材質が金や鍍金の印章を指す。同様に、中国で銀印・銅印と言ったばあい、いずれも材質を指す。しかし イランの金印は印影そのものが金色なのである。モンゴル帝国の創健者チンギス
=
ハンの一族は「黄金の氏族」と呼ばれ、天や神聖を意味する青・白に対して、王権を象






















漢字で官名或いは職名が刻される朱印に対して、黒印はいず も個人名 刻されるからである。この黒印が朱印と同じように使用される事例が見られる。本来、朱印が押 されるべき場所、文書末尾の書写年月日に重ねて黒 が押印される。或いは、朱印と黒印が同時にふたつ押 さ ケースもある。この場合は、例外なく左側に朱 （官職印） 、右側やや下方に黒印（個人印）が押印され 。発令者と朱





ると考えられる。もともとこの種の黒印は個人の署名の代わりに使用されたものであった。同様の事例を中国（元朝）側に求めてみると、文書の末尾で吏員や書記たちが署名をおこなう代わりに黒印を押したり、署名を崩した花押を記す代わりに花押印を押印したりする事例 散見する。特に、それは 水城文書（ハラホト文書）や敦煌文書など、地方 署が発給した文書に見受けられ そして、それと同様の使用例がイ ンでも見られるのである。アルダビール文書のなかには文書の裏側に数名の署名がなされた事例が数件あるが、それと前後して署名の代わりに黒 される事例も散見する。これらの署名は、文書が真正でその内容や手続きに不正が いことを保障する裏書きである。そ 名前 はモンゴル・トルコ系およびイスラーム系の名前が多く見られる から、皇帝（イルハン）や重臣（アミール）たちの側近が上奏を取り次ぐ際にその内容を確認 ・押印したも ろう。元朝の黒水城文書は中央から遠く離れた官府文書が多いため、同様の裏書きはほ んど見 れないが、皇帝の勅令や皇帝への上奏を収録した官撰史料には ランの裏書きと似たパターンの書き込みを有するものがある。このように、もともと個人の署名代わりであった黒印は イランでは発給者の名を示す朱 と同じように押印されるようになったのであろう。































識別されていた。 もとも 、 文書は発令された 「声」 を文字化したものであるが、 イルハン朝の公文書では、発令者と文書末尾に押印される印章の所有者が同一であり、そ 「声」 、すな ち、命令の内容を押印された「色」によって大まかに識別することができた。そ ため、イランでは印章 色がそのまま文書の分類として呼称 るようになる。朱印文書であれば「アル
=
タムガ」 （朱印文書） 、黒印文書であれ










れる。篆書体という字体もそうであるが、元朝下の中国の官印では漢字よりもパクパ文字が使用され、イランにおいては一般社会では使用されない漢字やウイグル文字・パクパ文 が使用された。その一方で、印章には押印された文書が印章の押印者によって保障され、偽造や改竄を防ぐという機能もある。現地の人間にとっては 章文字の識別が難解である一方で、その色によって文書発給者の権力＝文書の持つ権威が一目瞭然になるようになっていたの ある。その後、 「朱印＝官印・王印・御璽」という中国および東アジアに共通の印章文化はポスト
=
モンゴル期のイランでもしばらく続いた後に廃れてしまうが、一方で
黒印文化は継承され続け 。また、金印はトグラー（署名・草名）文化として継承され、金 字装飾も盛んにおこなわれた。こ ように、モンゴル時代に東アジアからもたらされた印章文化 色は それぞれ後代に影響を残してゆくのである。かかる現象は、モンゴル覇権下 ユーラシアで東アジア 文書作成技術や印章制度が西方にもたらされ、さら は媒介者たる ・トルコの文化が加わった上で、イラン・イスラームの伝統的文書作成文化と融合したことによって生まれた のであっ 。イランでは、この後、ウイグル文字に象徴されるモンゴル・トルコ的な遊牧 化とアラビア文字に象徴されるイスラーム文化が融合した上で独自の文書文化が展開してゆく。東アジア的 文書文化 インパクトがそ らにどのような影響をもたらしたのかという点は、なお研究の余地がある。そこでも、やはり「声」と「色」が重要な手掛かりとなるのである。

















































































































































































































































































































































































































































































































































 1387, p.116; 
文書本文第八
ｰ 九行には「署名によって確証されたため、吉祥なる〔皇帝
/ 皇后の〕緑の印にて飾られた」と
記される。
（本学文学部史学科准教授）
